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複雑性尿路感染症に対するAM-715の 使用経験

高 田 耕 ・榊原 敏文 ・大 堀 勉

岩手医科大学医学部泌尿器科学教室

泌尿器科領域 におけ る複雑性尿路感染症例に対 しAM-715を 使用 した。

投与法は200mg×3/day(600mg/day)13例,300mg×3/day(900mg/day)11例 の2群 とし,投 与

期間はいずれ も5日 間 とした。

臨床効果 は600mg/day投 与群では13例 中,著 効2例,有 効3例,無 効8例 で有効率は38.5%で あ

った。900mg/day投 与群では11例 中,有 効3例,無 効8例 で有効率は27.3%で あった。

細菌学的効果は600mg/day投 与群 では21株 中,消 失8株(38.1%),不 変13株(61.9%)で あった。

900mg/day投 与群では13株 中,消 失5株(38.5%),不 変8株(61.5%)で あった。

副作用は何 ら認め られなか った.

慢性複雑性尿路感染症 に対 し,あ る程度 の有効率 を示 し得 たとい うことは,本 剤 の有用性を示す も

のと思われ,適 当な症例 を選び,か つ投与量,投 与期間な どを考慮すれば,有 用 な化学療法剤 とな り

得るものと思われた。

緒 言

ナリジクス酸は1962年 のLESHERら による発見以来,

抗グラム陰性菌剤 として使用 されてきたが,最 近 とくに,

細菌のDNAの 特異的抑制による殺菌効果や,R因 子に

よらない細菌の耐性機構が注 目されはじめている。

杏林製薬中央研究所 で開発されたAM-715は 新 しい キ

ノリンカルボン酸系の合成抗菌剤で,6位 にフッ素,7

位にピペラジン環を有す るこ とが構造上の特徴である。

特に6位 フッ素化合物は従来のナ リジクス酸系薬剤 に比

して,強 い抗菌活性 と広範囲スペ ク トラムを示す1)。

このたび,わ れわれは本剤 の提供 を受 け,泌 尿器科領

域の複雑性尿路感染症 に使用する機会を得 たので,そ の

臨床成績 を報告す る。

I.　対 象および投与法

対象は昭和54年12月 よ り55年4月 にかけて岩手医科大

学泌尿器科外来に通院中の複雑性尿路感染 症 患者24例

で,そ の内訳は慢性複雑性腎孟腎炎15例,慢 性複雑性膀

胱炎9例 である。その基礎疾患の内訳は,前 者 において

は,水 腎症6例,尿 路結石症5例,前 立腺 肥大症,膀 胱

腫瘍,膀 胱尿管逆流現象お よび腎結核各1例 であ り,後

者においては前立腺肥大症4例,神 経因性膀胱お よび尿

道狭窄各2例,前 立腺癌1例 である。

投与法はAM-715を200mg×3/day(600mg/day)を

13例,300mg×3/day(900mg/day)を11例 とし,投 与

期間はいずれ も5日 間 とした。

II.　効果判定基準

効果判定 はUTI薬 効評価 基準2)に よ り,総 合臨床効

果および細菌学的効果の判定を行 なった。

III.　臨床成績

600mg/day投 与群(Table 1,2,3):13例 中,著 効2

例,有 効3例,無 効8例 で有効率 は38.5%で あった。膿

尿 の改善は9例69.2%に 認め られた。 これをUTI群 別

にみるとG-1の1例 は無効,G-3の3例 では著効1例,

有効1例,無 効1例 で有効率66.7%,G-4の2例 では

著効1例,有 効1例 で有効率100%で あ り,G-5の7例

では有効1例,無 効6例 で有効率は14.3%で あった。

900mg/day投 与群(Table 4,5,6):11例 中,有 効3例,

無効8例 で有効率 は27.3%で あった。膿尿 の改善は4例

36.4%に 認 め られた。 これをUTI群 別 にみる と,G-1

の7例 では有効1例,無 効6例 で有効率は14.3%,G-3

の1例 では有効,G-4の1例 では無効,G-5の2例 では

有効1例,無 効1例 で有効率は50%で あ った。

IV.　細菌学的効果

AM-715投 与前 に分離 され起炎菌 と推定 され た菌種 に

っいてみ ると,600mg/day投 与群では(Table 7),21株

中,消 失8株(38.1%)不 変13株(61.9%)で あ った。

菌種別 にみ ると,S.marcescensは5株 全部 が不変,

Alcaligenes sp.は5株 中,消 失2,不 変3,P.aeruginosa

は5株 中,消 失2,不 変3,P.rettgeriは3株 中,消 失
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Table 2 Overall clinical efficacy of AM- 715 in complicated UTI

(600 mg/ day, 5 days treatment)

Table 3 Overall clinical efficacy of AM- 715 in each group (600 mg/ day)

2,不 変1,Serratia sp.1株 お よびKlebsiella pneumoniae

1株 は消失,C.freundii 1株 は不 変 で あ った。

900mg/day投 与群 で は(Table 8),13株 中,消 失5株

(35.8%),不 変8株(61.5%)で あ った.

菌種別 にみ る と,S.marcescensは6株 中,消 失1,

不変5,Alcaligenes sp.2株 は不 変,P.rettgeri 2株 は消

失,P.aeruginosa 1株 は不 変,E.coli 1株 お よ びP

mirabilis各1株 は 消失 であ っ た。

投薬 後出現 菌 として は(Table 9),P.aeruginosa 3株 お

よびAlcaligenes sp.各2株 な ど計8株 が 認 め られ た 。

V.　 副 作 用

24例 につい て,本 剤 投 与前 後 のGOT,GPT,Al-P,BUN,

Creatinineお よび血液一般検査 な らび に自覚 的 副 作用

につ いて調査を行 なったが,自 覚的な副作用 は1例 もな

く,ま た本剤 の影響 による と考 え られるよ うな検査値の

変動は認め られなかった。

VI.　考 案

AM-715は 従来のナ リジ クス酸系薬剤に比 してin vitro

の抗菌活性は一段 と強 く,グ ラム陰性桿菌 のみな らず,

グラム陽性菌にもかな りの抗菌力 を示 し,ま た一部のナ

リジクス酸耐性菌 に対 して も抗菌力 を示す。 また緑膿 菌

に対す る抗菌力は同系薬剤の中では強い とされ ている1)。

また本剤の安全性 については急性,亜 急性,慢 性毒性,

生殖試験,抗 原性 な らび に一般薬理試験等の検討が行な
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Table 5 Overall clinical efficacy of AM- 715 in complicated UTI

(900 mg/ day, 5 days treatment)

Table 6 Overall clinical efficacy of AM- 715 in each group (900 mg/ day)

われ,安 全性の高い薬剤である ことが判明 している1)。

われわれは,600mg/day投 与群および900mg/day投

与群について投与量 による効果の差異,い わゆるdose

responseについても検討 を加えたが,む しろ600mg/day

投与群の有効率が高 かった。 この原因 としては対象症例

の差異,す なわち基礎疾患,宿 主の状態等が大 きな要因

と考えられた。

われわれの対象 とした症例のすべてが基礎疾患を有 し,

その多くは数年 もしくはそれ以上外来通院 を続けている

例であり,本 剤使用前の投 与薬剤 も多種 多様 である。 か

かる慢性複雑性尿路感染症に対 し,あ る程度の有効率 を

示 し得た とい うこ とは,本 剤 の有用性 を示す もの と思 わ

れ,適 当な症例 を選び,か っ投 与量,投 与期間な どを考

慮 すれば,有 用な化学療法剤 とな り得 るもの と考 える。

また,自 他覚的副作用 を何 ら認 めなかった点 も特筆すべ

き もの と考える。

文 献

1) 第28回 日本化学療法学会総 会, 新薬 シンポジウムIII。

AM-715, 東京, 1980

2) UTI研 究会会員 (代表大越正秋): UTI薬 効評価

基準 (第2版)。Chcmotherapy 28: 321～341, 1980



418 CHEMOTHERAPY DEC. 1981

Table 7 Bacteriological response to AM- 715 in complicated UTI

(600 mg/ day)

* Persisted: included decreased strains

Table 8 Bacteriological response to AM- 715 in complicated UTI

(900 mg/ day)

* Persisted: included decreased strains

Table 9 Strains appeared after AM- 715

treatment in complicated UTI
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CLINICAL EXPERIENCE OF AM- 715 ON COMPLICATED
URINARY TRACT INFECTIONS

Kou TAICADA, TOSHIFUMI SAKAKIBARA and TSUTOMU OHBORI

Department of Urology, School of Medicine, Iwate Medical University

AM- 715, a new quinoline derivative, was administered to 24 cases with complicated urinary tract infections
at daily dosis of 600 mg and 900 mg, and the following results were obtained.

1) Clinical efficacy for the group of 13 cases treated with a dosage of 600 mg was excellent in 2 cases, good in
3 cases and poor in 8 cases, and the efficacy rate was 38.5 %.

2) Clinical efficacy for the group of 11 cases treated with the dosage of 900 mg was good in 3 cases and poor
in 8 cases, and the efficacy rate was 27.3 %.

3) No side effect or abnormality in the clinical laboratory findings were observed.


